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※�『
投
稿
票
』
に
必
要
事
項
を
記
入
し
、

版
下
原
稿
1
通
、
お
よ
び
フ
ロ
ッ
ピ
ー

ま
た
は
C
D
を
同
封
し
学
会
事
務
局

ま
で
。　

※�『
投
稿
票
』『
規
定（
応
募
の
書
式
）』
は

『
福
祉
文
化
研
究
』
巻
末
あ
る
い
は

　

日
本
福
祉
文
化
学
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

　
『
福
祉
文
化
実
践
報
告
集
』
の
ペ
ー
ジ

　

を
ご
参
照
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
・
送
付
先
】

　

〒
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東
京
都
中
野
区
新
井
2
︲
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︲
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芸
術
教
育
研
究
所
内

　

日
本
福
祉
文
化
学
会
事
務
局

　

T
E
L
／
F
A
X
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︲
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日
本
福
祉
文
化
学
会
　
会
長
　
河
東
田
博
（
立
教
大
学
）

日
本
福
祉
文
化
学
会
の

新
役
員
体
制
が
決
ま
り
ま
し
た
。

　

理
事
体
制
が
大
き
く
変
わ
っ
た
。

副
会
長
１
人
を
新
し
く
し
、
19
人
の

理
事
の
う
ち
前
執
行
部
か
ら
継
続

し
た
理
事
は
５
人
だ
け
と
な
り
、
14

人
が
新
理
事
と
な
っ
た
。
ま
た
、
評

議
員
か
ら
の
理
事
就
任
辞
退
が
多

数
あ
っ
た
た
め
、
５
人
が
理
事
会
推

薦
理
事
と
な
っ
た
。
こ
の
よ
う
に
理

事
体
制
は
大
き
く
変
わ
っ
た
が
、
こ

の
布
陣
で
、
こ
の
３
年
間
、「
福
祉

文
化
」
を
広
く
深
く
育
て
上
げ
る
た

め
に
、
参
加
し
続
け
て
く
れ
る
会
員

と
共
に
、
こ
の
学
会
に
参
加
し
て
よ

か
っ
た
と
思
わ
れ
る
学
会
作
り
へ
の

努
力
を
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。
そ

の
た
め
に
は
、
ま
ず
、
新
執
行
部
の

役
割
と
目
指
す
べ
き
方
向
を
は
っ

き
り
さ
せ
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。

そ
れ
は
、
⑴
日
本
福
祉
文
化
学
会
の

21
年
間
の
成
果
と
問
題
点
の
総
点

検
を
行
う
こ
と
、
⑵
実
践
力
・
研
究

力
の
向
上
、
実
践
と
研
究
の
融
合
の

検
討
を
行
う
こ
と
、
⑶
震
災
支
援

方
針
を
継
続
し
、
方
針
の
具
体
化
に

向
け
た
研
究
と
実
践
を
行
う
こ
と
、

⑷
学
会
の
将
来
構
想
を
明
確
に
し
、

学
会
活
性
化
に
向
け
た
動
き
を
作

り
出
す
こ
と
（
ex.
評
議
員
会
・
理
事

会
機
能
の
見
直
し
、
会
員
拡
大
策
、

規
約
の
見
直
し
、
短
期
・
長
期
的
学

会
の
あ
り
方
、
事
務
局
体
制
の
あ
り

方
）、
な
ど
で
あ
る
。

　

日
本
福
祉
文
化
学
会
新
理
事
会

が
３
年
前
に
立
ち
上
が
っ
た
際
、
理

事
会
の
最
初
の
仕
事
の
一
つ
が
、
一

番
ヶ
瀬
前
会
長
の
「
名
誉
会
長
辞

退
」
へ
の
対
応
で
あ
っ
た
。
そ
の
際

一
番
ヶ
瀬
前
会
長
は
、「
福
祉
文
化

学
会
は
、
一
番
ヶ
瀬
個
人
の
も
の

で
は
な
い
。
む
し
ろ
…
個
人
の
名

前
を
残
す
よ
り
、
こ
れ
か
ら
は
皆

さ
ん
自
身
が
、
福
祉
文
化
の
発
展

の
た
め
に
尽
力
し
て
欲
し
い
。
私

の
撒
い
た
種
が
、
一
人
ひ
と
り
の
会

員
の
こ
れ
か
ら
の
実
践
や
研
究
に

展
開
し
て
い
く
こ
と
こ
そ
嬉
し
い
」

と
表
明
さ
れ
、「
名
誉
会
長
」
を
辞

退
さ
れ
た
。
一
番
ヶ
瀬
前
会
長
の

名
誉
会
長
辞
退
表
明
に
多
く
の
理

事
が
感
銘
を
受
け
、
表
明
内
容
を

「
重
く
」
受
け
止
め
る
こ
と
で
、
理

事
会
で
の
確
認
が
な
さ
れ
た
。
私

た
ち
は
一
番
ヶ
瀬
前
会
長
が
播
い

た
種
を
こ
れ
か
ら
の
実
践
や
研
究

に
活
か
し
深
め
て
い
く
と
と
も
に
、

新
執
行
部
の
役
割
と
目
指
す
べ
き

方
向
を
明
確
に
し
な
が
ら
皆
さ
ん

と
共
に
歩
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
る
。

会 長 挨 拶

日
本
福
祉
文
化
学
会

出
版
物
の
ご
案
内
（
最
新
刊
）

福
祉
文
化
実
践
報
告
集
（
第
６
号
）

原
稿
募
集
中
で
す
。

第
1
巻

「
福
祉
文
化
と
は
何
か
」

発
行
年　

2
0
1
0
年
3
月
1
日

2
，
2
0
0
円
＋
税

 

「
創
造
的
福
祉
文
化
社
会
」
実
現
に
向
け

た「
福
祉
文
化
」の
意
義
と
役
割
を
提
示
。

第
2
巻

「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
実
践
と
Q
O
L

の
向
上
」

発
行
年　

2
0
1
0
年
3
月
1
日

2
，
2
0
0
円
＋
税

　

生
活
の
質
の
向
上
を
図
る
た
め
の
福

祉
文
化
活
動
を
行
う
組
織
、
計
画
、
評

価
を
探
る
。

第
3
巻

「
新
し
い
地
域
づ
く
り
と
福
祉
文
化
」

発
行
年　

2
0
1
0
年
11
月
2
日

2
，
2
0
0
円
＋
税

　

福
祉
文
化
が
地
域
づ
く
り
に
果
た
す

役
割
を
、
理
論
お
よ
び
実
践
活
動
か
ら

考
え
る
。

第
4
巻

「
災
害
と
福
祉
文
化
」　

発
行
年　

2
0
1
0
年
11
月
6
日　

2
，
2
0
0
円
＋
税

　

災
害
発
生
か
ら
復
旧
・
復
興
の
過
程

で
福
祉
文
化
活
動
の
取
り
組
み
を
紹
介

す
る
。

第
5
巻

「
福
祉
文
化
学
の
源
流
と
前
進
」

発
行
年　

2
0
1
1
年
9
月
15
日

　

2
，
2
0
0
円
＋
税

  

福
祉
文
化
学
は
ど
の
よ
う
に
深
化
し
て

き
た
か
、
歴
史
的
経
過
を
た
ど
り
な
が

ら
明
ら
か
に
す
る
。

＊　

＊　

＊

地
域
や
職
場
、
学
校
、
ゼ
ミ
の
学
習
に

お
役
立
て
く
だ
さ
い
。
現
在
、
今
後
の

出
版
活
動
を
検
討
中
で
す
。

書
籍
ご
希
望
の
方
は
、
事
務
局
ま
で
。

1
割
引
で
の
販
売
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

書
籍
名
・
部
数
・
送
り
先
・
連
絡
先
な

ど
メ
ー
ル
ま
た
は
、
F
A
X
で
。

■
締
め
切
り
：
2
0
1
2
年
2
月
末
日

■
内
容

①
報
告
お
よ
び
小
論
： 

　

�

地
域
や
職
場
、
教
育
等
の
現
場
に
お

け
る
実
践
な
ど
、
日
常
生
活
や
仕
事

の
な
か
で
の
福
祉
文
化
の
向
上
に
取

り
組
む
内
容

　

�（
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
、

暮
ら
し
、
芸
術
、
宗
教
、
教
育
、メ
デ
ィ

ア
、
企
業
、
科
学
技
術
、
建
築
、
社

会
科
学
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
等
）

②
記　

録
：
福
祉
文
化
の
実
践
に
関
わ

る
記
録
、
作
品
の
紹
介

③
紹　

介
：
福
祉
文
化
の
実
践
紹
介
、

会
員
が
取
り
組
む
実
践
の
紹
介
等
。

■�

応
募
資
格
：
日
本
福
祉
文
化
学
会
の

会
員
、
あ
る
い
は
入
会
さ
れ
る
方
。

新
・
福
祉
文
化
シ
リ
ー
ズ
全
5
巻

著
者
：
日
本
福
祉
文
化
学
会
編
集
委
員
会

発
行
：
明
石
書
店

会　長	 河東田博（立教大学）
副会長	 石田易司（桃山学院大学）
副会長	 島田治子（目白大学）
理　事	 越前谷賢一（美唄市社会福祉協議会）
理　事	 大澤澄男（郡山女子大学）
理　事	 石井バークマン麻子（福井大学）
理　事	 梅津迪子（聖学院大学）
理　事	 平田　厚（静岡福祉文化実践研究所）
理　事	 岡村ヒロ子（つどい場「私空間」）
理　事	 和泉とみ代（吉備国際大学）
理　事	 川田美由紀（徳島文理大学）
理　事	 雨宮洋子（総合ケアセンター「泰生の里」）
理　事	 馬場　清（認定NPO法人日本グッド・トイ委員会）
理　事	 國光登志子（立正大学大学院）
理　事	 多田千尋（芸術教育研究所）
理　事	 マーレー寛子（小羊会デイサービスセンターむべの里）
理　事	 稲田泰紀（燕市社会福祉協議会）

理　事	 遠藤美貴（立教女学院短期大学）
理　事	 安倍大輔（埼玉純真短期大学）
理　事	 木村たき子（日本こども家庭総合研究所）
理　事	 渡邊　豊（新潟県社会福祉協議会）
評議員	 沈　　潔（日本女子大学）
評議員	 厚美　薫（日本福祉教育専門学校）
評議員	 天野　勤（聖徳大学）
評議員	 池　良弘（日本福祉医療専門学校）
評議員	 浮田千枝子（群馬松嶺福祉短期大学）
評議員	 加登田惠子（山口県立大学）
評議員	 小沼　肇（小田原女子短期大学）
評議員	 佐々木隆夫（徳島文理大学）
監　事	 齋藤孝夫（渋川市社会福祉協議会）
監　事	 前嶋　元（脳力開発研究所エジソン）
顧　問	 薗田碩哉（実践女子短期大学）
理事・事務局長　　磯部幸子
事務局次長　　阿比留久美（早稲田大学）

新役員一覧

2011年12月1日現在、住所未登録、また
は宛先不明の会員の方の所属ブロックと
お名前を下記の通りお知らせいたします。
ご自宅、または、ご勤務先にお心当たりの
ある方は、事務局までFAXかメールにて
ご一報いただきますようお願い申し上げ
ます。

（北海道）舟渡早苗、（東北）荒京子、菅原真枝
（関東）武千晴、寺久保光良、北山裕子、佃亜
樹、川崎愛、滝沢千代里、冨田川智志、劉光
鍾、佐藤博紀、麦倉泰子、（中部東海）朝倉美江、
井上桜　（関西）後藤敦子、（九州）工藤節美、
橋本芳、松坂淳子		 　　   （敬称略）

2011年9月18日以降、新規入会された方の所
属ブロックとお名前をお知らせいたします。

（関東）香川スミ子、園川緑　（北陸）今井康子
（敬称略）

お尋ねします。

新規会員紹介

　新役員体制が承認され、初めての通信をお届けしました。今回の体制では新たに震災支援委員会も立ち上がり、災
害支援分野も含めた福祉文化の創造と発展に寄与していきたいと考えております。
　学会の発展には、会員皆さまからのご協力が欠かせません。学会に関してのご意見・ご提言などは事務局までお願
いいたします。通信についても、ご意見・ご感想をお待ちしております。　　　　　　　　　　　　　　　

（広報担当）
日本福祉文化学会ホームページご活用ください。
　最新情報や、イベントの紹介、全国大会・各ブロックの活動、出版物の紹介などが掲載されています。ご活用ください。

ホームページアドレス　http://www.fukushibunka.net/

編 集 後 記

2012.1.25

vol.67
●発行者／広報委員会
　稲田泰紀　安倍大輔　河西正博
　関矢秀幸　馬場　清
●レイアウト・印刷／飛来社



の
試
合
を
キ
ャ
ン
セ
ル
し
て
の
場
所

の
提
供
で
す
。
こ
ん
な
福
祉
文
化
学

会
の
応
援
団
も
お
ら
れ
た
の
で
す
。

普
通
だ
っ
た
ら
、
苦
情
の
一
つ
も
出

そ
う
な
狭
い
会
場
で
、
つ
め
つ
め
の

懇
親
会
で
し
た
が
、
か
え
っ
て
そ
れ

が
メ
ン
バ
ー
同
士
の
親
し
み
を
増
す

こ
と
に
な
っ
て
、
よ
か
っ
た
か
な
と

思
い
ま
し
た
。　

　

中
で
も
圧
巻
は
、
学
会
の
災
害
支

援
活
動
に
大
き
な
支
援
を
し
て
く
だ

さ
っ
た
オ
ペ
ラ
歌
手
村
山
岳
さ
ん
の

歌
声
。
音
楽
と
い
う
文
化
が
私
た
ち

の
心
を
さ
ら
に
高
め
て
く
れ
る
瞬
間

を
実
感
し
ま
し
た
。

 

「
い
ろ
ん
な
苦
労
を
し
た
け
れ
ど
、

今
ま
で
と
違
う
心
温
ま
る
大
会
が
で

き
た
ね
」
と
い
う
の
が
、関
西
ブ
ロ
ッ

ク
の
反
省
会
で
の
声
。
い
い
仲
間
た

ち
の
お
か
げ
と
、
実
行
委
員
長
と
し

て
、
み
な
さ
ん
に
深
く
感
謝
し
ま
す
。

日
本
福
祉
文
化
学
会

仙
台
大
会
報
告

副
会
長　

石
田　

易
司
さ
ん
（
桃
山
学
院
大
学
）

み
な
さ
ん
の
ご
協
力
で

岡
山
大
会
の
ご
案
内

日
本
福
祉
文
化
学
会

 

「
今
年
の
学
会
大
会
は
仙
台
で
や
ら

な
け
れ
ば
」。
３
月
18
日
、
緊
急
物

資
を
運
ぶ
バ
ン
の
荷
台
で
、
寒
さ
に

震
え
、
寝
袋
に
く
る
ま
り
な
が
ら
、

そ
う
強
く
思
い
ま
し
た
。
こ
の
大

変
さ
を
み
ん
な
で
一
緒
に
実
感
し
た

か
っ
た
の
で
す
。
そ
う
し
て
、
会
員

の
参
加
者
を
は
じ
め
、
た
く
さ
ん
の

方
々
に
ご
迷
惑
を
か
け
な
が
ら
、
９

月
17
日
、
18
日
の
仙
台
で
の
学
会
大

会
が
実
現
し
ま
し
た
。

　

内
容
は
、
い
つ
も
の
パ
タ
ー
ン
を

少
し
崩
し
た
形
に
な
っ
て
、
継
続
し

た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
計
画
し
て
い
た
だ

い
て
い
た
企
画
委
員
の
方
に
失
礼
な

こ
と
を
し
ま
し
た
が
、「
被
災
地
の

力
、
被
災
地
へ
の
力
〜
こ
れ
か
ら
の

福
祉
文
化
を
構
築
す
る
」
を
テ
ー
マ

に
、
基
調
講
演
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、

研
究
・
実
践
発
表
、
懇
親
会
と
３
グ

ル
ー
プ
の
被
災
地
交
流
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
、
２
日
間
を
無
事
に
終
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

　

大
阪
で
実
施
し
て
い
た
ら
貰
う

こ
と
の
で
き
た
約
30
万
円
の
大
学
か

ら
の
助
成
金
の
な
い
中
、
お
金
の
こ

と
が
何
よ
り
心
配
で
し
た
。
い
ろ
ん

な
と
こ
ろ
を
削
り
に
削
っ
て
の
ひ
や

ひ
や
の
実
施
。
特
に
懇
親
会
の
会
場

と
食
事
や
飲
み
物
を
提
供
し
て
い
た

だ
い
た
食
堂
の
オ
ー
ナ
ー
は
、
わ
ざ

わ
ざ
被
災
地
で
大
会
を
開
い
た
私
た

ち
の
心
意
気
に
感
謝
し
て
と
、
普
段

3
5
0
0
円
の
内
容
を
3
0
0
0
円

で
提
供
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。
さ

ら
に
、
そ
の
夜
、
応
援
に
行
く
予
定

だ
っ
た
ベ
ガ
ル
タ
仙
台
の
サ
ッ
カ
ー

〜 

街
と
福
祉
の
ハ
ー
モ
ニ
ー 

〜
」

「
倉
敷
と
福
祉
文
化

テ
ー
マ

　

第
23
回
全
国
大
会
を
古
き
伝
統
と
新
し
い
息
吹
が
交
差
す
る
町
「
倉

敷
」
で
開
催
し
ま
す
。

　

追
っ
て
詳
細
を
ご
案
内
い
た
し
ま
す
の
で
、
お
繰
り
合
わ
せ
の
上

ご
参
加
く
だ
さ
る
よ
う
ご
案
内
申
し
上
げ
ま
す
。

日
時
：
平
成
24
年
９
月
29
日
（
土
）
〜
30
日
（
日
）

場
所
：
岡
山
県
倉
敷
市　

倉
敷
芸
文
館

内
容
：	

○
基
調
講
演  

菅
波　

茂
さ
ん
（
A
M
D
A
代
表
）

	

○
分
科
会  

①
理
論
と
実
践
の
融
合

		


　

②
地
域
文
化
の
福
祉
的
活
動

		


　

③
災
害
支
援
と
福
祉
文
化

		


　

④
音
楽
の
チ
カ
ラ

	

○
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム 

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ

	

　
　
　

横
田
賢
一
さ
ん
（
山
陽
新
聞　

編
集
局
次
長
）
ほ
か

	

○
研
究
発
表

	

○
懇
親
会　
（
会
場　

倉
敷
ア
イ
ビ
ー
ス
ク
エ
ア
）

　

本
学
会
は
、
研
究
だ
け
を
重

視
す
る
の
で
は
な
く
、
研
究
と

現
場
（
実
践
）
の
融
合
を
図
り
、

相
互
に
高
め
あ
う
関
係
を
目
指

し
て
お
り
ま
す
。

　

一
人
ひ
と
り
の
生
活
ス
タ
イ

ル
を
尊
重
し
、
地
域
で
の
暮
ら

し
を
大
事
に
す
る
こ
と
が
、
真

り
３
実
践
を
選
出
し
ま
す
。
過

去
２
回
の
大
会
で
発
表
さ
れ
た

実
践
例
以
外
は
再
応
募
も
可
能

で
す
の
で
、
ふ
る
っ
て
ご
応
募

く
だ
さ
い
。

●
応
募
要
件

　
（
下
記
の
３
条
件
を
同
時
に

満
た
し
て
い
る
こ
と
）

⒈�

地
域
特
有
の
文
化
を
生
か

し
た
福
祉
的
実
践
例
で
あ
る

こ
と
。（
歌
や
踊
り
、
民
芸
、

食
べ
物
、
行
事
、
風
習
な
ど
、

そ
の
地
域
独
特
の
も
の
を

使
っ
て
行
わ
れ
て
い
る
福
祉

的
要
素
が
あ
る
活
動
な
ら
全

て
該
当
し
ま
す
）

⒉�

そ
の
実
践
が
３
年
以
上
続
い

て
い
る
こ
と

⒊�

2
0
1
2
年
9
月
29
日
の

岡
山
大
会
で
20
分
程
度
の
発

表
が
出
来
る
こ
と
（
旅
費
は

学
会
で
負
担
い
た
し
ま
す
）

の
福
祉
の
実
践
に
な
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

　

福
祉
文
化
を
考
え
る
と
き
、

「
各
地
域
に
あ
る
文
化
を
取
り

入
れ
た
福
祉
実
践
」
と
い
う
も

の
に
、
よ
り
目
を
向
け
る
方
が

良
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

今
回
は
３
回
目
の
募
集
と
な

●
応
募
要
領

　

以
下
の
資
料
を
つ
け
て
応
募

し
て
く
だ
さ
い
。

・
実
践
例
を
具
体
的
に
記
し
た

6
0
0
〜
8
0
0
字
程
度
の

文
章
（
上
記
1
、2
の
条
件
が

分
か
る
よ
う
に
）

・
実
践
が
分
か
る
写
真
２
〜
３
枚

●
応
募
締
切

　

平
成
24
年
５
月
31
日
必
着

●
応
募
・
問
い
合
わ
せ
先

   

住
所
：

　

 

〒
1
6
５
︲
０
０
２
６

　

  

東
京
都
中
野
区
新
井

　

  

2
︲
1
2
︲
1
0

　

  

芸
術
教
育
研
究
所
内

　

  

日
本
福
祉
文
化
学
会
事
務
局

　
担
当
：
高
山
（
た
か
や
ま
）

　
　
　

   

大
隅
（
お
お
す
み
）

　
T
E
L
／
F
A
X
：

　

0
3
︲
5
9
4
2
︲
8
5
1
0 

　
E
メ
ー
ル
：

fukushibunkabito@
nifty.com

通
し
て
、今
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

ケ
ア
の
指
針
と
な
る
学
び
の
多
い
２

日
間
と
な
り
ま
し
た
。

　

2
0
1
1
年
10
月
29
日
（
土
）、

30
日
（
日
）、
立
教
大
学
を
会
場
に
、

第
2
回
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・
ケ
ア

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
今
回
は
、
日
本
福
祉
文
化
学

会
と
高
齢
者
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
開
発

セ
ン
タ
ー
が
共
催
し
、
研
究
者
と
実

践
者
の
交
流
に
よ
り
、
福
祉
文
化

活
動
の
向
上
を
目
指
し
た
企
画
に
、

2
0
0
名
を
超
え
る
方
々
に
お
集
ま

り
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

１
日
目
に
は
、
河
東
田
博
会
長
が

「
震
災
と
福
祉
文
化
」
を
テ
ー
マ
に
、

被
災
地
に
お
け
る
福
祉
と
文
化
の
創

造
に
つ
い
て
講
演
さ
れ
、「
ア
ク
テ
ィ

ビ
テ
ィ
・
ケ
ア
活
動
実
践
報
告
」
で

は
、
マ
ー
レ
ー
寛
子
理
事
が
、「
デ

イ
サ
ー
ビ
ス
利
用
者
の
自
己
決
定
と

楽
し
さ
の
関
係
」
を
テ
ー
マ
に
、
高

齢
者
が
楽
し
さ
の
体
験
を
す
る
た
め

の
重
要
な
要
素
の
考
察
、
毛
利
ユ
カ

氏
が
「
高
齢
者
の
生
活
に
密
着
し
た

園
芸
療
法
」
を
テ
ー
マ
に
、
高
齢
者

の
主
体
的
な
気
持
ち
を
引
き
出
す
活

動
方
法
を
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

　

２
日
目
の
「
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

ケ
ア
見
本
市
」
で
は
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を
分
科
会
形
式

で
紹
介
。
島
田
治
子
副
会
長
の
「
元

気
で
長
生
き!

『
笑
い
』
の
効
用
を

再
発
見
」、
マ
ー
レ
ー
寛
子
理
事
の

「
ユ
ニ
ッ
ト
・
レ
ク
〜
楽
し
む
力
を

引
き
出
す
講
座
活
動
」
な
ど
を
通
し

て
、
理
論
や
モ
デ
ル
が
ア
ク
テ
ィ
ビ

テ
ィ
の
方
向
性
を
探
る
手
掛
か
り
に

な
る
こ
と
を
示
し
た
こ
と
は
、
実
践

者
が
こ
れ
か
ら
の
活
動
を
考
え
る
上

で
の
大
き
な
ヒ
ン
ト
と
な
り
ま
し

た
。

　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
、「
震
災
後
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
・

ケ
ア
の
重
要
性
と
こ
れ
か
ら
」
を

テ
ー
マ
に
、
小
池
和
幸
氏
、
渡
邉
豊

理
事
か
ら
の
被
災
事
例
、
馬
場
清
理

事
、
多
田
千
尋
理
事
の
支
援
活
動
報

告
か
ら
、「
出
番
作
り
」、「
つ
な
が
り
」

と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
導
か
れ
、
被

災
時
の
み
な
ら
ず
、
常
時
の
つ
な
が

り
、
関
係
づ
く
り
が
非
常
に
大
切
で

あ
る
こ
と
が
再
認
識
さ
れ
、
全
体
を

	

　
　
　
　
　
　
　
理
事
懇
談
会

　　　　　

	

13
：
00
〜　

理
事
会

①�

委
員
会
並
び
に
ブ
ロ
ッ
ク
活
動
の
報

告
お
よ
び
お
知
ら
せ
な
ど
の
資
料

が
あ
る
理
事
は
、
3
月
10
日
ま
で
に

メ
ー
ル
ま
た
は
郵
送
に
て
配
布
物
を

事
務
局
に
お
送
り
く
だ
さ
い
。

  　

当
日
ご
持
参
の
場
合
は
、
30
部
を

　

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

②�

お
弁
当
は
各
自
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

③�

中
国
・
四
国
ブ
ロ
ッ
ク
理
事
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
岡
山
大
会
の
概
要
を

理
事
会
に
ご
提
示
い
た
だ
け
る
よ
う

ご
用
意
く
だ
さ
い
。

　

2
0
1
2
年
3
月
に
第
３
回
の
理
事

会
を
開
催
い
た
し
ま
す
。
今
か
ら
ご
予

定
く
だ
さ
い
。

⒈ 

期
日　

2
0
1
2
年
3
月
17
日（
土
）

⒉ 

会
場　

立
教
大
学（
池
袋
校
舎
）第
12
館

⒊ 

日
程　

10
：
00
～
11
：
00　

三
役
会

           	

　
11
：
00
～
12
：
45	

ブ
ロ
ッ
ク	

「
ア
ク
ティ
ビ
テ
ィ・ケ
ア

実
践
フ
ォ
ー
ラ
ム
」

報
告

日
本
福
祉
文
化
学
会
事
務
局　

　
　
　
　
　
　

高
山 

陽
子
さ
ん

第
３
回
「
福
祉
文
化
実
践
例
の
募
集
」

理
事
会
の
お
知
ら
せ

80 歳でますますお元気な岡村栄一さんの基調講演の様子。

懇親会で行われた福祉文化実践学会賞の受賞式。
石田副会長から東京おもちゃ美術館館長　多田千尋さんに賞状が渡された。


